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令 和 ７ 年 度  健 康 福 祉 委 員 会 行 政 視 察 報 告 書  

◎ 実 施 日 ： 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日 （ 水 ） ～ １ ０ 月 ３ １ 日 （ 金 ）  

◎ 参 加 者 ： 塚 本  竜 太 郎 （ 委 員 長 ）  

     桜 田 慎 太 郎  内 田  博 紀  岡 田  智 佳  

     武 藤 美 津 江  坂 巻  重 男  北 村  和 之  

◎ 調 査 内 容   

実 施 日  視 察 先  視 察 項 目  

１ ０ 月 ２ ９ 日  
兵 庫 県  

宍 粟 市  

公 立 宍 粟 総 合 病 院 の 新 病 院 建 設 事 業 に つ

い て  

 

１  病 院 の 概 要 に つ い て   

 宍 粟 市 は 市 内 唯 一 の 病 院 と し て

公 立 宍 粟 総 合 病 院 を 運 営 し て お り ，  

現 在 ， 現 病 院 か ら 車 で 約 ６ 分 ， 市

役 所 か ら 約 ７ 分 の 場 所 に 新 病 院 を

建 設 す る 計 画 が 進 め ら れ て い る 。  

 新 病 院 は 急 性 期 68 床 ， 回 復 期

96 床 の 計 164 床 を 備 え ， 感 染 患

者 の 動 線 に 配 慮 し た 造 り と す る な

ど ， 機 能 性 と 安 全 性 に 配 慮 し た も の を 予 定 し て い る 。  

 

２  基 本 設 計 の 見 直 し ま で の 経 緯 に つ い て  

 本 事 業 は 平 成 31 年 の

土 地 取 得 を 皮 切 り に ， 市

民 ア ン ケ ー ト や タ ウ ン ミ

ー テ ィ ン グ ， パ ブ リ ッ ク

コ メ ン ト な ど 市 民 参 加 の

プ ロ セ ス を 経 て 基 本 構

想 ・ 基 本 計 画 が 策 定 さ れ

た 。 令 和 ４ 年 度 に 基 本 設

計 が 完 了 し た も の の ， 入

札 不 調 ・ 不 落 が 多 発 し た こ と か ら ， Ｅ Ｃ Ｉ 方 式 （ 設 計 段 階 か ら 施 工

者 が 関 与 す る 方 式 ） の 採 用 を 決 定 し た 。 労 務 費 の 上 昇 や 物 価 高 騰 を

受 け ， 令 和 ５ 年 度 か ら 基 本 設 計 の 修 正 に 着 手 し ， 令 和 ６ 年 ６ 月 に 修

正 が 完 了 し た 。  
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３  事 業 費 増 額 へ の 対 応 に つ い て  

 建 設 費 の 増 加 は 主 に 労 務 費 上 昇 及 び 資 材 価 格 高 騰 に よ る も の で あ

り ， 院 内 建 設 委 員 会 で 対 応 方 針 を 協 議 し た 。 市 内 唯 一 の 病 院 と し て

救 急 ， 小 児 ・ 周 産 期 医 療 な ど 中 核 的 機 能 を 維 持 す る た め ， 医 療 機 能

に 関 わ る 部 分 の 変 更 は し な い こ と を 前 提 に ， 可 能 な 限 り の コ ス ト 削

減 を 図 る 方 針 が 決 定 さ れ た 。  

 具 体 的 に は ， 免 震 構 造 ・ ハ イ ブ リ ッ ド 造 と し て い た も の を ， 耐 震

構 造 ・ 鉄 骨 造 に 変 更 し ， 中 庭 の 取 り や め に よ る 床 面 積 縮 小 ， 造 作 家

具 か ら 既 製 品 へ の 変 更 な ど ， 複 数 の 見 直 し を 実 施 し た 。 し か し ， 削

減 努 力 を 上 回 る 物 価 上 昇 が 続 い て お り ， 結 果 と し て 総 事 業 費 は 増 額

と な っ た 。  

 

４  市 民 へ の 説 明 に つ い て  

 市 民 説 明 は ， 対 面 で は 市 民 説 明 会 や 出 前 講 座 を 実 施 し ， 動 画 形 式

で は Ｙ ｏ ｕ Ｔ ｕ ｂ ｅ や 市 の 「 し そ う チ ャ ン ネ ル 」 で 説 明 が 配 信 さ れ

た 。 ま た ， 広 報 紙 や ホ ー ム ペ ー ジ ， 新 聞 折 込 チ ラ シ な ど に よ る 告 知

も 行 い ， 幅 広 い 周 知 に 努 め て い る 。 こ れ ら に よ り ， 新 病 院 建 設 に 関

す る 理 解 促 進 と 地 域 住 民 と の 情 報 共 有 が 図 ら れ て い る 。  

 

５  開 院 後 の 経 費 削 減 ・ 収 入 確 保 の 取 組 に つ い て  

 経 営 強 化 プ ラ ン に 基 づ く ア ク シ

ョ ン プ ラ ン を 着 実 に 実 行 し て い く

な ど ， 持 続 可 能 な 経 営 に 努 め る こ

と で 経 費 削 減 ， 収 入 確 保 に つ な げ

る こ と と し て い る 。  

 経 費 削 減 と し て は ， Ｓ Ｐ Ｄ （ 病

院 経 営 改 善 ・ 効 率 化 に 資 す る た め

の 物 品 ・ 物 流 管 理 シ ス テ ム ） の 適

切 な 運 用 に よ る 仕 入 れ コ ス ト 縮 減 ，

後 発 医 薬 品 の 活 用 や 在 庫 管 理 の 徹 底 ， 適 正 な 人 員 管 理 ・ 給 与 管 理 の

推 進 を 挙 げ て い る 。  

 収 入 確 保 と し て は ， 断 ら な い 救 急 診 療 の 推 進 ， 円 滑 な ベ ッ ド コ ン

ト ロ ー ル の 運 用 ， 部 署 横 断 の 診 療 単 価 ア ッ プ チ ー ム に よ る 診 療 単 価

ア ッ プ に 向 け た 取 組 の 推 進 す る と し て い る 。  

 

６  現 状 の 課 題 と 今 後 の 展 開 に つ い て  

 現 状 の 課 題 と し て は ， 今 後 の 労 務 費 の 上 昇 や 物 価 ス ラ イ ド 条 項 に

よ る 追 加 負 担 ， 設 計 変 更 に よ る 工 事 費 の 増 額 の 可 能 性 や ， 医 療 情 報
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シ ス テ ム や 医 療 機 器 の 費 用 増 加 ， 移 転 関 連 費 用 の 増 大 な ど ， 多 面 的

な コ ス ト 増 要 因 が 挙 げ ら れ る 。 ま た ， 現 病 院 の 経 営 状 況 自 体 が 厳 し

い 中 で ， 新 病 院 建 設 費 の 増 加 が 開 院 後 の 運 営 悪 化 に つ な が り ， 持 続

可 能 な 地 域 医 療 提 供 体 制 の 確 保 が で き な く な る 懸 念 も あ る 。  

 今 後 は ， 徹 底 し た コ ス ト 管 理 に よ る 総 事 業 費 抑 制 に 努 め る と と も

に ， 来 年 度 以 降 の 診 療 報 酬 改 定 の 動 向 を 注 視 し て い く 。 ま た ， 現 行

の 経 営 強 化 プ ラ ン の 着 実 な 実 行 に よ り 新 病 院 の 開 院 ま で に 可 能 な 限

り 運 営 状 況 の 改 善 を 図 る と と も に ， 建 設 事 業 費 の さ ら な る 増 加 を 抑

え る た め 関 係 業 者 と の 徹 底 し た 協 議 調 整 を 行 っ て い く 。  
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実 施 日  視 察 先  視 察 項 目  

１ ０ 月 ３ ０ 日  
兵 庫 県  

伊 丹 市  
市 立 伊 丹 病 院 の 新 病 院 整 備 事 業 に つ い て  

 

１  統 合 再 編 に 至 っ た 経 緯 と 統 合 新 病 院 の 概 要  

 伊 丹 市 が 位 置 す る 阪 神 北 圏 域

で は ， 2025 年 に お け る 圏 域 内

完 結 率 が 県 内 で 最 も 低 く ， 隣 接

地 域 へ の 流 出 が 多 い と い う 医 療

提 供 体 制 の 課 題 が あ る 。 ま た ，

阪 神 南 圏 域 に 高 度 急 性 期 機 能 を

有 す る 医 療 機 関 が 集 中 し て お り ，

住 民 に と っ て 身 近 な 場 所 で 受 け

た い 医 療 が 受 け ら れ る よ う ， 不

足 す る 医 療 機 能 の 充 足 や 医 療 機 関 の 連 携 強 化 を 図 る 必 要 が あ る 。  

 加 え て ， 将 来 の 病 床 数 推 計 で は ， 高 度 急 性 期 病 床 が 不 足 し て い る

一 方 で ， 急 性 期 病 床 は 過 剰 と さ れ ， 医 療 機 能 の 再 編 が 必 要 と さ れ て

い る 。  

 こ う し た 状 況 を 受 け ， 平 成 30 年 に 「 市 立 伊 丹 病 院 あ り 方 検 討 委

員 会 」 が 設 置 さ れ 「 市 立 伊 丹 病 院 は 公 立 学 校 共 済 組 合 近 畿 中 央 病 院

と 統 合 し ， 高 度 急 性 期 機 能 を 備 え た 阪 神 北 圏 域 に お け る 基 幹 的 な 病

院 を め ざ す べ き 」 と の 提 言 を 受 け た 。 そ の 後 ， 伊 丹 市 と 公 立 学 校 共

済 組 合 が 共 同 で 統 合 検 討 会 議 を 設 置 し ， 医 療 需 要 予 測 ， 必 要 と な る

医 療 機 能 ， 病 床 規 模 ， 収 支 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ， 統 合 パ タ ー ン ， 候 補

地 な ど の 検 討 を 行 い ， 統 合 可 と 判 断 さ れ た 。  

 統 合 新 病 院 は 地 上 ８ 階 ， 地 下 １ 階 ， 延 べ 面 積 約 ６ 万 ２ 千 ㎡ ， 病 床

数 602 床 を 整 備 し ， 高 度 急 性 期 に 対 応 で き る 医 療 機 能 を 備 え ， 幅 広

い 医 療 需 要 に 対 応 で き る も の と し て 計 画 さ れ て い る 。  

 

２  開 院 時 期 の 見 直 し に 至 る ま で の 経 緯 に つ い て  

 資 材 価 格 等 の 高 騰 に よ り ２ 回 入 札 が 不 調 と な っ た も の の ， 令 和 ５

年 ２ 月 に ３ 回 目 で 落 札 さ れ ， 当 初 は 令 和 ８ 年 ８ 月 の 開 院 を 予 定 し て

い た 。 し か し ， そ の 後 の 土 壌 汚 染 調 査 に お い て 想 定 を 超 え る 汚 染 が

確 認 さ れ た こ と か ら 開 院 時 期 が 見 直 さ れ ， 令 和 ９ 年 度 後 半 の 基 幹 病

院 開 院 ， 令 和 11 年 度 前 半 の 統 合 新 病 院 グ ラ ン ド オ ー プ ン を 目 指 し

て 統 合 新 病 院 整 備 工 事 を 推 進 し て い る 。  
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３  事 業 費 の 増 額 に つ い て  

 事 業 費 は ， 令 和 ３ 年 12 月 補 正 時 点 の 約 409 億 円 か ら ， 令 和 ７ 年

９ 月 補 正 時 点 の 約 612 億 円 へ と 約 1.5 倍 に 増 加 し た 。 特 に 建 築 工 事

費は 309 億 円 か ら 511 億 円 へ と 大 き く 増 額 し て い る 。 た だ ， 今 後 も

「 工 期 延 長 に よ る 残 工 事 費 の 増 加 」 や 「 建 設 工 事 価 格 の さ ら な る 高

騰 」 に よ り ， 工 事 費 が さ ら に 増 嵩 す る こ と が 見 込 ま れ る 。  

 

４  市 民 へ の 説 明 に つ い て  

 市 民 意 見 交 換 会 等 の 開 催 と し て は ， 市 内 17 小 学 校 区 説 明 会 ， 出

前 講 座 ， シ ン ポ ジ ウ ム な ど 多 数 の 説 明 機 会 を 設 け ， 地 域 医 療 の 課 題 ，

必 要 病 床 数 ， 立 地 場 所 等 に つ い て 説 明 が 行 わ れ た 。 市 議 会 に 設 置 さ

れ た 「 市 立 伊 丹 病 院 検 討 特 別 委 員 会 」 に 対 し て も ， 入 札 不 調 に 伴 う

今 後 の 方 向 性 や 土 壌 汚 染 対 策 ， 建 築 費 高 騰 へ の 対 応 な ど ， 随 時 説 明

を 重 ね て い る 。 ま た ， 近 畿 中 央 病 院 周 辺 へ の 回 復 期 病 院 誘 致 等 に つ

い て も ， 周 辺 住 民 に 対 す る 説 明 会 を 行 っ て い る 。  

 

５  収 入 確 保 の 取 組 に つ い て  

 有 利 な 財 源 の 活 用 と し て ， 国

及 び 県 か ら の 補 助 金 と 病 院 事 業

債 等 の 活 用 を 挙 げ て い る 。 国 か

ら の 補 助 金 と し て 「 病 床 機 能 再

編 支 援 事 業 」 の 複 数 医 療 機 関 の

取 組 に 対 す る 財 政 支 援 と し て 合

計 で約 5.5 億 円 受 け て い る 。 ま た ， 県 か ら の 補 助 金 と し て は 「 医 療

機 関 再 編 統 合 等 支 援 事 業 」 と し て 建 物 整 備 に 対 す る 補 助 を １ 床 当 た

り 900 万 円 ， 医 療 機 器 購 入 に 対 す る 補 助 を 2， 200 万 円 受 け て い る 。  

 

６  現 状 の 課 題 と 今 後 の 展 開 に つ い て  

 現 状 の 課 題 と し て ， ま ず 現 行 の 市 立 伊 丹 病 院 が 厳 し い 経 営 状 況 に

あ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ の 点 に つ い て は ， 総 務 省 が 創 設 し た 制 度
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を 活 用 し て 運 営 資 金 を 確 保 し つ つ ， 経 営 改 善 に 取 り 組 む 方 針 と の こ

と で あ っ た 。 ま た ， 統 合 予 定 の 近 畿 中 央 病 院 が 新 統 合 病 院 開 院 前 に

診 療 休 止 す る こ と が 決 定 し た た め ， 開 院 ま で の ２ 年 間 ， 地 域 医 療 体

制 の 維 持 の た め 圏 域 内 の 医 療 機 関 と 連 携 し て い く 必 要 が あ る 。 さ ら

に ， 令 和 ２ 年 に 基 本 計 画 を 策 定 し て か ら 物 価 高 騰 や 金 利 上 昇 な ど ，

状 況 が か な り 変 化 し て い る こ と か ら ， 今 後 の 新 病 院 の 運 営 を ど の よ

う に 安 定 化 さ せ て い く か と い う 議 論 を し て い く 必 要 が あ る と の こ と

で あ っ た 。  
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実 施 日  視 察 先  視 察 項 目  

１ ０ 月 ３ １ 日  
大 阪 府  

寝 屋 川 市  

大 阪 大 学 と 連 携 し た 健 康 づ く り の 取 組

（ 医 療 ・ 介 護 ビ ッ ク デ ー タ 分 析 ） に つ い

て  

 

１  大 学 と 連 携 し た 取 組 を 行 う に 至 っ た 経 緯 に つ い て  

 寝 屋 川 市 は 大 阪 府 北 東 部 に 位 置 す

る ， 人 口 約 22 万 ３ 千 人 ， 面 積 24.7

平 方 キ ロ メ ー ト ル の 中 核 市 で あ る 。  

 連 携 協 定 を 締 結 に 至 っ た 経 緯 と し

て は ， 大 阪 大 学 が 重 症 化 予 防 の 取 組

を 行 う 自 治 体 を 探 し て い た と こ ろ ，

大 阪 府 の モ デ ル 事 業 と し て 重 症 化 予

防 対 策 に 取 り 組 ん で い た 寝 屋 川 市 に

対 し て 大 阪 府 か ら 声 が か か っ た 。 寝

屋 川 市 と し て も ， 平 成 22 年 度 か ら 取 り 組 ん で き た 重 症 化 予 防 事 業

に つ い て 有 識 者 に よ る 評 価 を 求 め た か っ た と い う 状 況 も あ り ， 双 方

の 目 的 が 一 致 し た 結 果 ， 令 和 元 年 １ ２ 月 ２ 日 に 協 定 を 締 結 す る に 至

っ た 。  

 

２  共 同 研 究 の 概 要 に つ い て  

 共 同 研 究 は ，「 寝 屋 川 市 の レ セ プ ト ・ 健 診 一 体 的 ビ ッ グ デ ー タ に

基 づ い た 効 果 的 な 生 活 習 慣 病 の 重 症 化 予 防 対 策 の 提 案 」 を 研 究 題 目

と し て お り ，「 寝 屋 川 市 が 行 う 特 定 保 健 指 導 及 び 重 症 化 予 防 事 業 の

評 価 」 と 「 市 民 の 生 活 習 慣 病 の 発 症 ・ 重 症 化 を 予 防 し ， 医 療 費 の 適

正 化 を 図 る こ と 」 を 研 究 目 的 と し て い る 。  

 研 究 内 容 は ，「 40 歳 か ら 74 歳 ま で の 寝 屋 川 市 の 国 民 健 康 保 険 の

被 保 険 者 」 と 「 75 歳 以 上 の 後 期 高 齢 者 医 療 の 被 保 険 者 」 の 健 康 診

査 ・ 医 療 費 及 び 介 護 の 相 関 関 係 に つ い て 確 認 す る こ と で あ る 。 大 阪

大 学 は 研 究 の 立 案 ， デ ー タ 管 理 及 び 分 析 を 担 い ， 寝 屋 川 市 は デ ー タ

の 抽 出 お よ び 評 価 に 関 す る 検 討 を 担 当 し て い る 。  

 

３  共 同 研 究 の 成 果 に つ い て  

 ま ず ， 要 介 護 高 齢 者 は 末 期 腎 不 全 に 至 る リ ス ク が 高 い と い う 点 が

示 さ れ た 。 こ れ は ， 後 期 高 齢 者 14 万 6,519 人 の 医 療 レ セ プ ト デ ー

タ を 解 析 し た 結 果 と し て 明 ら か に さ れ ， 研 究 成 果 は 米 国 科 学 誌
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「 Journal of the American Medical Directors Association（ オ

ン ラ イ ン ）」 に 掲 載 さ れ て い る 。 ま た ， 健 診 未 受 診 で ， 医 療 機 関 で

も 腎 臓 に 関 す る 検 査 （ 尿 検 査 や 血 清 ク レ ア チ ニ ン 検 査 ） を 受 け て い

な い 75 歳 以 上 の 男 性 は ， 健 診 受 診 者 と 比 較 し て 人 工 透 析 に 至 る リ

ス ク が 2.72 倍 高 い こ と が 明 ら か に な り ， こ の 結 果 は 国 際 科 学 誌

「 Scientific Reports」 に 掲 載 さ れ た 。  

 

４  市 事 業 へ の 活 用 に つ い て  

 共 同 研 究 の 結 果 を 受 け て ，「 通 院

し て い る 人 へ の 啓 発 」 や 「 病 院 に 来

る 機 会 の な い 健 康 無 関 心 層 へ の ア プ

ロ ー チ 」，「 若 い 世 代 か ら の 健 康 習 慣

定 着 の た め の 取 組 」 な ど の 未 受 診 者

対 策 に 取 り 組 ん で い る 。  

 ま た ， 令 和 ５ 年 ５ 月 か ら 新 た に 重

症 化 予 防 対 策 に お け る 行 動 変 容 の 有

効 性 の 検 証 に つ い て の 研 究 を 行 っ て い る 。 こ ち ら の 研 究 は 現 在 進 行

中 の も の で あ る が ， 効 果 的 な 保 健 指 導 の 検 証 や ， 保 健 指 導 マ ニ ュ ア

ル の 策 定 に 寄 与 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。  

 

５  現 状 の 課 題 と 今 後 の 展 開 に つ い て  

 現 状 の 課 題 と し て は ，「 高 血 圧 対 象 者 の 血 圧 測 定 の 定 着 化 」 を 図

る た め の 効 果 的 な 指 導 方 法 に つ い て が 挙 げ ら れ た 。 以 前 は ， 特 定 健

診 を 担 当 し て い る 職 員 の 入 れ 替 わ り は 少 な く ， 保 健 指 導 が 引 き 継 が

れ て い た 。 し か し ， 令 和 ３ 年 度 に 中 核 市 に な っ た こ と か ら 保 健 師 が

増 員 し ， 配 属 先 も 多 岐 に わ た る よ う に な っ た た め 保 健 指 導 の 統 一 性

を 保 ち に く く な り ， 保 健 指 導 内 容 が 職 員 に よ っ て 異 な る 状 況 が 生 ま

れ て い る 。  

 今 後 は 研 究 結 果 に 基 づ き ， 保 健 師 の ス キ ル に 左 右 さ れ な い 保 健 指

導 方 法 の 開 発 に つ な げ て い き た い と の こ と で あ っ た 。  

 


